
 

 

 

令和２年度第１回湧別町総合教育会議議案 

 

 

 

日 時 令和３年１月２２日（金） 

                        午後４時００分 

場 所 湧別町文化センターさざ波 

１階中会議室        

                         

 

 

 

 

 

 

 

 

湧別町総合教育会議 

 

 

 

 

 



会 議 次 第 

 

１ 開 会 

 

２ 町長あいさつ 

 

３ 教育長あいさつ 

 

４ 協 議 

 （１）協議第１号 湧別町いじめ防止等の取り組みについて 

（２）協議第２号 学力向上対策の取り組みについて 

（３）協議第３号 小中一貫教育について 

（４）その他 

 

５ 閉 会 

 

 



協議第１号 

 

湧別町いじめ防止等の取り組みについて 

 

湧別町いじめ防止等の取り組みについて、次のように協議するものとする。 

 

記 

 

 

 別紙のとおり 

 

 

 

  令和３年１月２２日提出 

 

 

                         湧別町長 石 田 昭 廣 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



協議第２号 

 

学力向上対策の取り組みについて 

 

学力向上対策の取り組みについて、次のように協議するものとする。 

 

記 

 

 

 別紙のとおり 

 

 

 

  令和３年１月２２日提出 

 

 

                         湧別町長 石 田 昭 廣 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



開盛小※ 

上湧別小※ 

中湧別小 

芭露学園※ 

（前期課程） 

芭露学園 

（後期課程） 

上湧別中 

湧別中 富美小※ 

学力向上対策の取組について 

湧別町型学校力向上事業 

１ 湧別町型学校力向上事業について 

湧別町型学校力向上事業とは、令和２年度から令和４年度までの３年間において、湧別小学校を中心と

して町内すべての教員の指導力向上を図るため、湧別小での公開授業を実施し、校内研修に参加するこ

とにおいて湧別町内全体の学力向上を図ることを目的としています。 

 

       湧別小学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※は複式校 

 

２ 実施計画について 

 

令和２年度の計画 

月 具体的な取り組み 備考 

４   

５   

６ 学校経営訪問による指導・助言  

７ ・授業改善・校内研修改善について周知 

・全国学力・学習状況調査の実施・分析 

・校長会議、教頭会議において 

８    ・8/28（金）５年社会 ・湧別小における公開 

９ ・9/14 の週  4 年道徳、社会 

・9/29（火）5 年国語 

・湧別小における公開 

１０ 学校教育指導による指導・助言  

１１   



１２ ・12/11（金）６年国語 

※大妻女子大学 准教授 樺山 敏郎氏を招聘した町内

研修の実施 

・湧別小において実施 

各校より１～２名参加 

１ 令和２年度の取組についての検証  

２ 令和３年度全国学力・学習状況調査に向けた取組  

３   

 

３ 町内統一した取り組みについて 

（１） 授業改善のポイント 

・子どもたちが「どのように学ぶのか」という学びの過程を大切にする授業 

・身に付けさせたい力を明確にした単元づくり 

・子どもたちのアウトプットがある授業 

・小中学校の９年間において、子どもたちの発達段階に応じた学びが連続した授業 

 

（２）「主体的・対話的で深い学び」を目指した校内研修のポイント 

・これまでのような先生の指導技術（発問、板書など）に着目した研修から、子どもたちを学びの過程を

見取る研修へ 

・子どもたちに着目した研修 

 

４ 具体的な取り組み状況 

令和５年度４月に開校予定である湧別地区義務教育学校の母体校湧別小、湧別中学校において６～

８月にかけて先生方の相互の授業参観を行った。小中学校９年間の学びの連続性を考慮した授業改善

を検討しているところです。今後、芭露学園の実践、湧別小・湧別中学校の取組などを検証し、町内の

小中学校へさらに具体的な取り組み内容を周知していく予定です。 

 

５ 成果 

 今年度、実施が中止となった令和２年度全国学力・学習状況調査を９月に町内すべての学校で実施し

た。新型コロナウイルスのため４月中旬より５月まで臨時休校であったが、６月より「授業改善」「校

内研修の改善」を行った成果により、町内の小学校においては国語の正答率７０％程度、算数の正答率

が７５％程度であった。また、中学校においては、国語の正答率が７５％程度、数学の正答率が６０％

程度であった。全国、全道の正答率との比較は今年度できないが、数値を参考にすると小中学校ともに

成果をあげることができた。 

 

 

 

 

 

 



６ 北海道大学大学院教育学院との連携について 

 令和２年の１月に湧別町と北海道大学大学院教育学院において連携協定が締結されました。この連

携協定を有効に活用し、学力向上と学校全体の組織力の強化を図ろうと考えている。 

 

〇湧別町・教育委員会・学校とのかかわり 

（１） 論文作成・研究のための学生の受け入れ 

（２） 教育実習の受け入れ 

（３） 地域滞在型研究の受け入れ 

（４） 研究対象としての大学の先生方の受け入れ 

 

〇北大とのかかわり 

（１） 授業への指導・助言 

（２） 教育課程への指導・助言 

（３） 学校経営への指導・助言 

（４） 組織に対する指導・助言 

 

 



協議第３号 

 

小中一貫教育について 

 

小中一貫教育について、次のように協議するものとする。 

 

記 

 

 

 別紙のとおり 

 

 

 

  令和３年１月２２日提出 

 

 

                         湧別町長 石 田 昭 廣 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



小中一貫教育について 

１. 湧別町の小中一貫教育、小中連携教育について 

湧別町（以下本町）においては、小学校５校、中学校

２校、義務教育学校１校の計８校の学校がある。そのう

ちの1校、芭露学園が義務教育学校であり小中一貫教育

を行っている。その他の学校は、中学校を主体として連

携教育を進めている。 

平成３０年４月にオホーツク管内２校目となる義務教

育学校、芭露学園が開校した。１年生から９年生までが

同じ校舎の中で学習し生活を送ります。義務教育学校と

して中一ギャップ、教科担任制を生かした学力向上が期

待されていました。また、平成３０年度より町内の学校

においても小中連携のより一層の強化を教育活動の重点

として掲げ取り組んできました。 

芭露学園（義務教育学校）施設一体型 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

湧別小学校・湧別中学校（小中連携） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開盛小・上湧別小・中湧別小・富美小・上湧別中 

（小中連携） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

   小学校高学年 体育の授業（教科担任制） 

〇芭露地区（芭露学園）※義務教育学校 

※平成30年度4月開校 

・教科担任制（図工、音楽、外国語、体育、 

社会） 

・学校運営協議会（コミュニティ・スクール） 

・９年間を見通した教育課程の編成 

・６・３制 

〇湧別地区（湧別小・湧別中） 

※令和 5 年度義務教育学校へ 

・乗り入れ授業（外国語・音楽・体育） 

・湧別小・湧別中合同研修 

・湧別小・湧別中学校運営協議会 

（コミュニティ・スクール） 

 

〇上湧別地区（中湧別小・上湧別小・富美小・

開盛小・上湧別中） 

※今後、義務教育学校へ（時期未定） 

・乗り入れ授業 

・一日体験入学（上湧別中） 

・5校それぞれの学校運営協議会 

（コミュニティ・スクール） 



本町を地域ごとに大きく３つに分けて連携を行っている。

小学校と中学校が連携し目指す子ども像を共有し、９年

間でどのような子どもに育てていくかを学校・保護者・

地域が一体となってすすめています。特に地域との連携

については、本町のすべての学校がコミュニティ・スク

ールとして、地域の協力を得ながら、地域の産業、自然、

人材を活用し湧別らしい教育を実践している。 

 

２.義務教育学校の成果・課題 

芭露学園（義務教育学校）が２年間の教育活動におい

て成果と課題をまとめました。特に中一ギャップの解消

には大きな成果をあげています。また、９年間の連続し

たカリキュラムによる指導は、学力向上だけではなく、

教職員の組織の一体化にもつながっている。 

今後の課題については、多くの義務教育学校において

課題としてあげられている６年生のリーダー性の発揮の

場が少ないことがあげられる。学校行事などでも今後活

躍の場を考えていくことが必要である。 

 令和５年４月に開校予定である湧別地区の義務教育学

校は児童生徒数２００名規模の大きな義務教育学校とな

る。令和３年度より地域・保護者を含めた開設準備委員

会を設置し子どもたちを中心に据え、地域、保護者、学

校とともに芭露学園の成果・課題を踏まえて９年間の教

育課程を編成していく予定である。 

 

  小学校高学年 音楽の授業（教科担任制） 

 

３.主体的な学びの追求 

これからの社会をよりよく生き抜くため、さまざまな

課題に柔軟に対応し、個人または集団により協働で課題

を解決し能力を育成する必要がある。そのために日常の

授業において「基礎基本の定着」「知識・技能」をもと

に「思考力・判断力・表現力」「主体的に学習に取り組

む態度」の育成につなげていくため、各教科の授業にお

いて「課題解決」「学び合い」「発表」を積極的に取り入

れ、応用力・対応力の育成することを目指している。こ

のことについて、本町すべての学校が共通に取り組むべ

き事項として、校長会議、学校訪問等で周知を行い、授

業改善に取り組んでいる。このほかに、「１単位時間の

基本デザイン」「主体的・対話的で深い学びを目指した

校内研修」などすべての学校で取り組めるよう資料を作

成果 

１ 中一の壁・小中ギャップの解消、継続的な指導体制 

   1) オール芭露学園の指導体制 

   2) ９年間を通じた見守り体制 

２ ９年間の連続性を生かした小中一貫教育 

   1) 専科指導による学力向上 

   2) ９年間を通じた外国語の一貫教育 

   3) 学習のつまずきを速やかに解消 

３ 広い年齢間交流による情操教育 

   1) 下級生へのいたわり 

   2) 上級生への憧れ 

４ 教職員組織の一体化によるメリット 

   1) 教職員の相互理解 

   2) 組織一丸となった学校行事対応 

   3) 前期課程、後期課程の教師の指導力向上 

   4) 働き方改革への対応 

課題 

１ ６年生のリーダー性の発揮の場がない 

２ １～９年生の学校行事の内容 

３ 教職員の意識 



開盛小 

上湧別小 

中湧別小 

芭露学園 

（前期課程） 

芭露学園 

（後期課程） 

上湧別中 

湧別中 

富美小 

湧別小 

センター的機能 

成し、授業、研修における小中学校の接続がスムーズに

なるように工夫・改善を行っている。 

１年生から９年生までの全校合唱 

 

 

 

４.通級指導教室（小学校から中学校へ）※１ 

 特別支援教育の本町の政策の一つとして通級指導教室

があげられる。湧別小学校を中心として小学校だけでは

なく中学校（後期課程）においても通級指導教室が設置

できる独自の工夫を行っている。 

北海道教育委員会の通級指導教室の加配の配置基準と

して対象児童生徒が概ね１３名以上の学校に１名の配置

となっています。本町のすべての学校に通級指導教室を

設置するためには複式校が多いため配置は難しいことか

ら令和２年度より増員し湧別小学校へ3名の通級指導教

室担当者を配置し、町内の小中学校を巡回することです

べての学校に通級指導教室を設置できるようにした。ま

た、湧別小学校に町内の特別支援のセンター的機能を担

わせ、各学校で指導が難しい児童生徒の相談、各種検査

の実施など多角的な視点から支援できる体制を持たせて

いる。各学校の特別支援教育コーディネーターと連携し

て、支援を必要とする児童生徒の学びを保証できるよう

に取り組んでいる。 

 

【巡回型通級指導教室】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１ 通級指導教室とは、友達関係に苦手意識があり、

学習に集中できないなどの苦手意識のある子どもたちに

週１～8 時間程度個別または少人数で学習する教室のこ

とです。 

授業改善 

〇子どもたちが主体となる授業 

各教科の授業により、先生が単に知識や技能を教え

込むのではなく、子どもたちが主体となって課題設

定、課題解決を学び合いを通して行っていける授業に

なるように工夫する。 

〇ICTを活用した授業 

 プロジェクター、実物投影機、タブレット等を積極

的に授業に取り入れ、視覚的に教材等を提示し理解を

促進し、興味・関心を高める授業を展開する。 

学力の把握 

〇学力検査の実施 

 教研式学力検査等を利用し、各学年の発達段階に応

じたデータを収集し、9 年間を見通し、一人ひとりの

子どもの得意教科、苦手教科等を把握に努める。 

〇全国学力・学習状況調査の活用 

 小学校6年生、中学校3年生（9年生）において実

施される全国学力・学習状況調査をもとに全道、全国

的な学力を把握し、高等学校・大学・将来へのつなが

る学習について支援する。 



５.これからの湧別町の教育計画 

義務教育９年間を通して、より充実した学びが得られ

るよう、各教科の系統性を明確にし、発達段階に応じた

が指導を今後とも展開していこうと考えている。 

今後、平成３０年度に開校した芭露学園、令和５年度

に開校の湧別地区義務教育学校、これから開校の協議を

進める上湧別地区義務教育学校の３つの学校について

は、校舎が１つになり表向き９年間の学校教育が進めら

れる予定である。今後、重点的に取り組むべき事項とし

ては、教職員の意識改革である。小学校、中学校にはそ

れぞれの学校文化がある。双方の良さを共有し、新たな

義務教育学校として文化を育成することが課題である。 

この課題を解決するため、今年度６月から８月上旬に

かけて湧別小学校と湧別中学校において校長、教頭も含

め先生方の授業交流する期間を設け、相互の授業を見合

う取り組みを行った。普段みる機会のない他校種の授業

をみることにより、授業改善が積極的に進められるよう

になってきた。このことは、校種間の違いを理解するき

っかけとなり今後も積極的に継続していく。 

 

小中連携教育における学びの連続性 

 

 １年生～４年生  ５年生～７年生 ８年生～９年生 

              中１  中２  中３ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

全校集団遊び（生徒会企画） 

 

６．むすび 

 教育によって、学校は子どもを幸せにしなければなら

ない。これからの教育は、学校だけでは次代を担う子ど

もを育成することが難しい。保護者、地域、学校が協力

し合い、新たな価値観を創造し、グローバルに活躍する

子どもを育成する必要がある。好奇心旺盛の子どもの期

間は短い。この期間にいろいろなことを経験させ、多様

な考え方、複眼的な視点を持たせることが大切である。

湧別町は、子どもたちを地域、学校の真ん中において義

務教育９年間を通した学校教育に挑戦していく。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  後期課程の生徒と１年生の登校風景 

基礎・基本の定着 学びの充実 学びの発展・創造 

重点１ 

9年間の連続した教育課程 

重点２ 

教科担任制（乗り入れ授業）の実施 

重点３ 

7歳から15歳までの異年齢の交流 

重点4 

発達段階に応じたきめ細かい指導 


